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私たちが暮らし出したのは子どもたちがまだ保育園生だった頃。結婚してた時

と同じような暮らしだけど、同性パートナーだときっとなにかが違うから、結婚

できないんだろうと思っていました。 

それから、子どもたちは成人し、私たちも３０代から、５０代になりました。 

２０年間暮らして思うのは、結局これは、結婚と同じだ、ということです。 

親兄弟も同僚も近所の友だちも私たちが結婚できないことで逆に混乱させてし

まっています。ママ友とたわいのない会話をしていても、「はるちゃんちは結婚

してないんだっけ」と頭を抱えられたりします。 

 

 ２０年をともに暮らし、どれだけ私達の周りの人が、私達をかぞくだと自然に

受け止めてくれていても、法律上は私たちは別々の家族扱いにされてしまいま

す。まだ幼かった次男が入院したときには、離婚している元夫でよいので、血縁

の親を呼んできてください、といわれて、法的な関係のない西川では入院手続き

はできませんでした。 

長男が小学校２年生のとき、小学校の作文に西川の名前を書いたら、先生から

「これはだれですか？」と書かれました。それ以降大学生になるまで、長男は人

前でかぞくについて言及しなくなりました。夏休みの絵日記には、かぞくで海に

行ったことを描きましたが、法的に家族ではない西川と娘のことは、薄く薄く、  

背景に溶け込むように棒人間で描かれていました。長男自身と弟と私のことは、
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はっきりと描いてあったのに、です。楽しかった夏の思い出を書くときにさえ、

外ではかぞくだと言えなかった幼い日の長男の気持ちを思うといまでも胸が潰れ

そうになります。 

その後、子供たちにきちんとカミングアウトをしましたが、長男が最初に心配

したのは「この暮らしが法律違反なのではないか」ということでした。子どもた

ちにとっても、法律で保障されていない関係が不安を与えていたのだな、と思い

知った瞬間でもありました。 

 

地裁では、社会的承認がないから、結婚が必要とまでは言えない、というよう

なことを言われました。 

でもそれは違うと思います。 

私たちは、２０１５年１１月に渋谷区と世田谷区が最初にパートナーシップ制

度をスタートさせた初日に、パートナーシップ宣誓をしました。次男の入院手続

きが西川ではできなかったことがずっと胸に残っていたから、何かあったとき

に、公的な制度が必要だと考えていたからです。 

そしてその３ヶ月後、検診でがんが見つかりました。がんの恐怖に歩いていて

も涙がとまらなかったのに、がんの告知に西川を同席させられるのかまで心配し

なければならなかったのは本当に辛かったです。それでも病院側も、直前にパー

トナーシップ制度の報道があったことで、安心してくれたと思います。制度がな

ければ、次男の入院のときのように、病院側も「責任が取れない」という理由で

断ったかもしれません。 

そのときに制度があることで社会的承認も自然と進むのだと、しみじみとよく

わかりました。 

 そして現在、同性婚に賛成と言うひとはすでに７５％です。７５％ものひとが

賛成をしていても社会的承認がない、と言われるのはただの差別ではないです

か？ 

 

今でも再発の不安は拭い去れません。数年前にはがん治療のときに支えてくれ

た友人を亡くしました。命は有限であることは、がん治療のときに痛いほど認識

しました。だからもう、判断を先延ばしにしないでほしいのです。 
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小学校に通う２人ママ家庭の友人の子は「だってお母さんたち結婚できてない

じゃん」と友だちに言われたといって泣いていたそうです。未来を担う子どもた

ちに、あなたたちのお家はお友達の家とは違うのだということができるでしょう

か。 

 私たちは家族です。法律でそれを引き裂かないでください。 

以 上 

  


